
項　目
現　　状

（平成12年度） （平成15年度） （平成17年度） （平成22年度）

目　　　　標

児童数（0～5歳）

保育児童数

低年齢児保育

０歳児保育

延長保育

午後７時まで

午後８時以降

一時保育

産休明け保育

病後児保育

夜間・休日保育

8,221人

1,096人

396人

50人

１か所

０

０

５か所

０

０

9,900人

1,390人

500人

65人

５か所

１か所

２か所

７か所

１か所

１か所

10,300人

1,550人

560人

70人

７か所

３か所

３か所

10か所

１か所

１か所

11,500人

1,840人

660人

85人

10か所

５か所

４か所

13か所

２か所

２か所
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市
児
童
育
成
計
画
を
策
定

次代を担う子どもたちが健やかに育つことが私たちの願い

理
念
と
目
標

重
点
対
応
事
業

近
年
、
共
働
き
家
庭
の
増
加
や

少
子
化
な
ど
、
子
ど
も
と
家
族
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
親
た
ち

の
子
ど
も
へ
の
暴
力
や
育
児
放
棄

と
い
っ
た
児
童
虐
待
が
深
刻
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、

明
日
の
流
山
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
健
や
か
に

育
ち
、
ま
た
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
家
庭
を
社
会
全
体
で
支
援

し
て
い
く
体
制
づ
く
り
の
具
体
的

方
策
を
示
し
た
「
市
児
童
育
成
計

画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
児
童
育
成
計
画
は
、「
子
ど

も
が
の
び
の
び
育
ち
、
子
育
て
が

安
心
し
て
で
き
る
ま
ち
・
流
山
」

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
て
、
①
子
ど
も
が
健
や
か

に
育
つ
家
庭
づ
く
り
②
男
女
が
と

も
に
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き

る
社
会
づ
く
り
③
子
ど
も
の
人
間

性
を
育
む
環
境
づ
く
り
④
子
ど
も

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
の
四
つ
の
基
本
目
標
を
設
定

し
、
推
進
す
べ
き
各
種
施
策
を
体

系
化
し
た
内
容
と
し
ま
し
た
。

図
１
の
施
策
の
体
系
で
設
定
し

た
主
要
課
題
の
う
ち
、
特
に
重
要

性
の
高
い
と
考
え
ら
れ
る
五
つ
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
、
そ
の
課
題

の
解
決
に
向
け
、
積
極
的
な
展
開

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

①
家
庭
で
の
子
育
て
支
援
の
充

実
子
育
て
の
基
本
は
家
庭
に
あ
り

ま
す
が
、
家
庭
教
育
の
難
し
さ
や

親
が
子
育
て
に
自
信
が
持
て
ず
、

子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
に
悩
む

な
ど
、
現
在
の
家
庭
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、

親
に
育
児
に
関
す
る
的
確
な
情
報

を
提
供
し
、
家
庭
の
育
児
力
や
教

育
力
を
高
め
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

②
地
域
子
育
て
支
援
体
制
の
充

実
核
家
族
化
の
進
展
な
ど
、
家
庭

の
子
育
て
機
能
が
低
下
す
る
中
で
、

家
庭
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子

育
て
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童

館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
域
で

核
と
な
る
施
設
を
充
実
さ
せ
、
地

域
で
子
育
て
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
す
。

③
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
と

充
実女

性
の
社
会
へ
の
進
出
が
進
む

中
、
女
性
も
男
性
も
、
仕
事
と
家

庭
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
な
社
会

を
実
現
す
る
う
え
で
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
多
様
化
と
一
層
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

乳
幼
児
の
心
身
の
健
康
に
十
分
配

慮
し
つ
つ
、
子
育
て
家
庭
の
多
様

な
要
望
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
延
長
保
育
、
産
休
明
け
保
育
や

低
年
齢
児
保
育
な
ど
を
重
点
的
に

実
施
し
ま
す
。

④
子
ど
も
の
人
権
の
擁
護

児
童
虐
待
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、

児
童
の
権
利
条
約
の
周
知
・
啓
発

を
図
り
、
親
と
子
ど
も
を
一
体
と

し
て
支
援
す
る
体
制
を
構
築
し
ま

す
。

役
割
分
担
と
協
働

子
育
て
の
基
本
は
、
ま
ず
家
庭

で
あ
り
、
そ
の
責
任
は
親
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
の
育
児
力

の
低
下
や
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
子

育
て
を
家
庭
だ
け
で
担
う
こ
と
は

困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
す
。
そ
こ
で
、
子
育
て
を
家
庭

と
社
会
が
協
力
し
て
取
り
組
む
べ

き
問
題
と
捉
え
、
本
計
画
で
は
、

子
育
て
家
庭
、
保
育
所
・
幼
稚

園
・
学
校
、
地
域
社
会
、
企
業
、

行
政
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

応
じ
て
役
割
分
担
と
協
働
を
行
い
、

社
会
全
体
と
し
て
子
育
て
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
（
図
２
参

照
）。な

お
、
こ
の
「
市
児
童
育
成
計

画
」
は
保
育
所
、
幼
稚
園
、
図
書

館
や
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□問
社
会
福
祉
課

�
50
―
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整　備　目　標
重点対応事業のうち、実態調査の結果や市民および関係団体の
意見や要望を踏まえ、特に重要性が高いと判断される事業につい
ては、整備目標を設定し、市民や民間機関との協働により、目標の
達成を目指します。
また、重点対応事業の重要性を考慮し、「サービス目標量」「施
設整備目標量」（下表）については、目標年度を平成15年度、同17
年度の短期目標、平成22年度の長期目標の３段階に分けて設定し、
計画の実効性ある実現を図っていきます。

表1 サービス目標量

表2 施設整備目標量

※保育児童数の目標は､近年の利用率（保育児童数/児童数）の上昇を勘案
して､平成15年度:14%､平成17年度:15%､平成22年度:16%として推計
※低年齢保育については､近年の保育児童数に占める構成比率は､各年ごと
に若干の変動はあるものの大きな変化がないため､現状（平成12年度）
の構成比（低年齢保育:36.1%､0歳児保育:4.6%）をもとに推計

項　目
現　　状

（平成12年度）
目　　　　標

（平成15年度） （平成17年度） （平成22年度）

認可保育所

地域子育て支援センター

児童館･児童センター

学童クラブ

ファミリーサポートセンター

13か所
（1,310人分）

14か所
(1,390人分)

16か所
(1,550人分)

18か所
(1,840人分)

１か所

７か所

３か所
７か所

４か所

７か所

４か所

７か所

10か所 13か所 15か所
小学校区ごとに
１か所

0 １か所 １か所 １か所

家 庭 
我が子には、深い
愛情と責任を持っ
て育てます 

企 業 
子育てに理解ある
職場をつくります 

保育所 
幼稚園 
学　校 

子どもの健全な心
身の発達を図りま
す 

行 政 
子育て支援施策の
総合的・計画的な
推進を図ります 

地域社会 
子どもと子育てを
共に支え合います 

子どもがのびのび育
ち、子育てが安心し
てできるまち・流山 

図２　役割分担と協働（イメージ図）

基本目標 主要課題 施策の方向 

①家庭教育に関する学習機会の
　充実 
②男女共同による子育ての推進 
 
③子育て情報提供体制の充実 
 
④子育て相談機能の充実 
 
⑤障害児家庭、ひとり親家庭の
　支援体勢の充実 
①各種支援制度の充実 
 
①子育て支援施設の充実 
 
②子育て支援活動の推進 
 
①就労環境の改善 
 
②就職・再就職への支援の充実 
 
①保育サービスの多様化の推進 
 
②保育内容の充実 
 
③学童クラブの充実 
 
①子どもの権利の尊重 
 
②いじめ・不登校等への取り組
み 
③児童虐待への対応 
 
①就学前保育・幼児教育の充実 
 
②学校教育の充実 
 
③体験学習の充実 
 
①子どもたちの地域活動の推進 
 
②指導者の育成 
 
①妊産婦・乳幼児の健康の維持
・増進 
①子どもにやさしいまちづくり
の推進 
②子どもの安心、安全に配慮し
た生活環境の整備 

１.子どもが健やか 
　 に育つ家庭づくり 

�家庭での子育て支
　援の充実 

�子育て家庭の経済
　的負担の軽減 
�地域子育て支援体
　制の充実 

２.男女がともに仕事 
　 と子育てを両立 
　 できる社会づくり 

３.子どもの人間性 
　 を育む環境づくり 

４.子どもが安心し 
　 て生活できるま
　 ちづくり 

�仕事と子育ての両立
　ができる就労環境の
　整備 

�保育サービスの多様
　化と充実 

�子どもの人権の擁護 

�児童教育の充実 

�地域活動の充実 

�母と子の健康を育む
　環境づくり 
�安心して子育てがで
　きる都市環境の整備 

図１　施策の体系

防災行政無線で夕方流れる「家路」のメロディーが、きょうから6時に流れます。□問総務課�50－６０６７

⑤
児
童
教
育
の
充
実

学
校
内
で
は
、
い
じ
め
、
不
登

校
、
校
内
暴
力
な
ど
の
問
題
が
、

ま
た
社
会
で
は
、
青
少
年
の
凶
悪

犯
罪
が
多
発
す
る
な
ど
厳
し
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
改
善

す
る
た
め
、
心
を
育
て
る
教
育
や

自
然
体
験
な
ど
を
取
り
入
れ
た
教

育
の
充
実
を
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
連
携
し
て
推
進
し
ま
す
。
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し
て
で
き
る
ま
ち
に

子
ど
も
が
の
び
の
び
育
ち
、

子
育
て
が
安
心
し
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に



平成13年５月１日（火曜日） （２）第９９３号

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
児
童

手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
は
、
昨
年
度
ま

で
よ
り
所
得
制
限
限
度
額
が
、
大

幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、

今
ま
で
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
も

受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
下
表
参
照
）。

児
童
手
当
は
、
六
月
一
日
が
基

準
日
の
た
め
、
五
月
申
請
分
よ
り

対
象
所
得
お
よ
び
限
度
額
が
変
わ

り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
で
現
在
、

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方

は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
現

在
受
給
中
の
方
に
は
、
六
月
中
旬

に
現
況
届
を
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
所
得
制
限
限
度
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
申
請
者

（
養
育
者
）
の
所
得
に
よ
っ
て
は
受

給
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
対
象
】

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
て
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い
方

【
申
請
方
法
】

印
か
ん
と
申
請
者
（
養
育
者
）

名
義
の
預
金
通
帳
を
持
参
し
、
市

役
所
児
童
家
庭
課
ま
た
は
最
寄
り

の
出
張
所
へ
。
た
だ
し
、
公
務
員

の
方
は
、
勤
務
先
で
申
請
を
。

【
申
請
期
間
】

児
童
手
当
の
申
請
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、
手
当
の
受
給

資
格
は
、
原
則
と
し
て
申
請
を
し

た
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

□問
児
童
家
庭
課
�
50
―
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児 童 手 当

所得額＝年間収入金額（平成12年分）－必要経
費－80,000円（社会保険料等共通控除）－その他
の諸控除

所得制限限度額 （単位：円）
扶養人数 国民年金加入者・年金未加入者等 厚生年金等加入者
０人

１人

２人

３人

４人

５人

3 , 0 1 0 , 0 0 0

3 , 3 9 0 , 0 0 0

3 , 7 7 0 , 0 0 0

4 , 1 5 0 , 0 0 0

4 , 5 3 0 , 0 0 0

4 , 9 1 0 , 0 0 0

4 , 6 0 0 , 0 0 0

4 , 9 8 0 , 0 0 0

5 , 3 6 0 , 0 0 0

5 , 7 4 0 , 0 0 0

6 , 1 2 0 , 0 0 0

6 , 5 0 0 , 0 0 0

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
道
路
。
何
気
な
く
利
用
し
て

い
ま
す
が
、
道
路
に
は
み
出
た
木
の
枝

や
民
家
の
生
け
垣
に
「
危
な
い
」
と
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

は
み
出
た
枝
葉
の
た
め
に
道
路
標
識

を
確
認
で
き
な
か
っ
た
り
、
対
向
車
や

自
転
車
な
ど
が
来
る
こ
と
を
予
測
で
き

な
い
場
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
道
路
に

は
み
出
し
て
い
る
枝
葉
や
生
け
垣
な
ど

は
、
思
わ
ぬ
事
故
の
要
因
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
管
理
者
は
、
通
行

の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
剪
定
な
ど
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

誰
も
が
安
全
に
、
そ
し
て
快
適
に
通

行
で
き
る
道
路
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

□問
道
路
管
理
課
�
50
―

６
０
９
３

道路への枝葉など
はみ出し禁止

～ 安全で快適な道路に ～

私
た
ち
の
掛
け
替
え
の
な
い
地

球
は
今
、
熱
帯
雨
林
の
減
少
や
酸

性
雨
に
よ
る
森
林
の
荒
廃
が
進
む

な
ど
、
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
も
悪
い
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

身
近
な
緑
や
地
球
の
環
境
を
守
っ

て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

「
緑
の
募
金
」
は
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
学
校
、
公
園
、

街
路
な
ど
の
緑
づ
く
り
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

緑
の
募
金
運
動
の
期
間
は
、
五

月
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
で
す
。

市
役
所
、
各
公
民
館
お
よ
び
各
出

張
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
公
園
緑
地
課
�
50
―

６
０
９

２

あなたの善意で緑豊かな地球に

【
申
請
免
除
（
一
般
）】

本
人
お
よ
び
世
帯
全
員
の
所

得
が
低
く
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、

納
付
の
「
免
除
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
一
定
の

基
準
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
免

除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
（
夜
間
、

通
信
課
程
な
ど
を
除
く
）】

学
生
で
、
納
付
が
困
難
な
方

（
本
人
の
前
年
の
収
入
が
百
三

十
三
万
円
以
下
）
は
、「
学
生

納
付
特
例
」
の
申
請
を
お
勧
め

し
ま
す
。

【
共
通
】

こ
と
し
四
月
か
ら
来
年
三
月
ま

で
の
一
年
間
の
免
除
（
学
生
納
付

特
例
）
を
受
け
た
い
方
は
、
五
月

三
十
一
日
ま
で
に
、
年
金
手
帳
、

印
か
ん
（
学
生
の
場
合
は
学
生
証
）

を
持
参
し
、
国
保
年
金
課
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
の
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期

間
の
受
け
取
れ
る
年
金
額
は
、
納

付
し
た
場
合
の
三
分
の
一
に
、
ま

た
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

た
期
間
は
受
給
資
格
に
反
映
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
の
受
け
取
り
額
に

は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
生
活
に
ゆ

と
り
が
で
き
た
時
に
は
、
免
除

（
特
例
）
期
間
の
保
険
料
を
十
年
間

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
「
追
納
制
度
」
の
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。

□問
国
保
年
金
課
�
50
―

６
１
１
０年金ななちゃん

納
付
が
困
難
な
方
は

免
除
の
申
請
手
続
き
を

昨年５月19日に公布され

た改正都市計画法が、５月

18日に施行されます。

この法律が施行されると、

既存宅地の確認制度は廃止

され、施行日以降に既存宅

地の確認を受けることがで

きなくなります。

このため、既存宅地の確

認をする場合は、法律の施

行日の前日までに申請を行

わなければなりません。詳

細はお問い合わせください。

□問宅地課�50－６０８９

既存宅地の
確認制度が廃止に

平
成
十
三
年
度
の
軽
自
動
車

税
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
日
現

在
の
所
有
者
に
賦
課
さ
れ
ま

す
。
納
期
は
五
月
十
一
日
か
ら

五
月
三
十
一
日
ま
で
で
、
納
税

通
知
書
は
五
月
十
一
日
に
発
送

予
定
で
す
。

な
お
、
身
体
に
障
害
を
持
つ
方

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
の
ほ
か
、

身
体
に
障
害
を
持
つ
方
と
生
計
を

一
に
す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
に
つ
い
て
も
、
軽
自
動
車
税
の

減
免
対
象
と
な
り
ま
す
。
減
免
に

つ
い
て
は
、
納
期
限
の
七
日
前

（
五
月
二
十
四
日
）
ま
で
に
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

□問
市
民
税
課
�
50
―

６
０
７
３

軽
自
動
車
税
の

納
税
通
知
書
を

今
月
11
日
に
発
送

祝日のごみ収集
祝日もごみの収集を実施していま
す。ごみを出す時間は、平日と同じ８
時30分までです。ごみは、集積所近く
に住む方に迷惑をかけないようルール
を守って出しましょう。
５月６日�までのごみ収集は、下表
のとおりです。
□問清掃事務所�54－５５０１

※粗大ごみについては、5／3～5／5
は収集しません

飲
食
店
や
事
業
所
な
ど
か
ら

出
た
ご
み
（
事
業
系
一
般
廃
棄

物
）
は
、
家
庭
ご
み
の
集
積
所

に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

清
掃
事
務
所
「
清
美
園
」
に
直

接
持
ち
込
む
か
、
市
が
許
可
し

た
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者

に
依
頼
し
て
処
理
を
し
て
く
だ

さ
い
。

市
で
は
、
ご
み
の
集
積
所
を
巡

回
し
、
事
業
系
ご
み
が
出
さ
れ
て

い
た
場
合
に
は
指
導
を
し
て
い
ま

す
。□問

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�
50
―

６
０
８
４

事
業
系
の
ご
み
は

集
積
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん

公共下水道供用開始区域内に住む方で接続工事をしていない方は、早めに接続工事をしましょう。□問下水道業務課�50－６０９６
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�������������������������������������

所
得
制
限
の
限
度
額
が
引
き
上
げ

対
象
世
帯
が
拡
大
に伸びた枝で、道路標識が見えません

国民年金
保 険 料

期　　日 業　務　内　容

５／１�

５／２�

５／３�

５／４�

５／５�

５／６�

通常通り
収集します

収集を休みます

緑の募金にご協力を



（３） 平成13年５月１日（火曜日） 第９９３号

在
宅
の
高
齢
者
を
対
象
に
介
護

予
防
・
生
活
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
新
た
に
「
訪
問
理
美
容
」
と

「
外
出
支
援
」
の
二
つ
の
サ
ー
ビ
ス

が
始
ま
り
ま
す
。

【
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
】

▽
内
容
＝
理
髪
店
や
美
容
院
に

出
向
け
な
い
高
齢
者
に
、
市
に
登

録
し
た
事
業
者
が
訪
問
し
て
理
美

容
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
▽
対
象
＝

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
等
の
方
で
、
自
分
で
理
髪
店
や

美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困
難
な

方
▽
利
用
者
負
担
＝
訪
問
に
か
か

る
費
用
は
無
料
で
す
が
、
理
髪
・

美
容
の
技
術
料
は
個
人
負
担
▽
申

非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤
は
、
多
数
の

人
の
血
漿
を
プ
ー
ル
し
て
製
造
さ
れ
た
も
の

で
す
。
当
時
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
発

見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
製
造
工
程
に
お
け
る
ウ

イ
ル
ス
不
活
化
の
た
め
の
技
術
も
不
十
分
で

し
た
。
こ
の
た
め
、
当
時
、
承
認
・
製
造
さ

れ
た
非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤
を
投
与
さ

れ
た
方
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

血
友
病
以
外
の
病
気
で
、
当
該
製
剤
の
投
与

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
＝
昭
和
47
年
か
ら
63
年
に
次
の
よ

う
な
病
気
で
公
表
医
療
機
関
に
入
院
し
た
こ

と
の
あ
る
方
①
新
生
児
出
血
症
等
の
病
気
で

「
血
が
止
ま
り
に
く
い
」
と
指
摘
を
受
け
た

方
②
肝
硬
変
、
劇
症
肝
炎
で
入
院
し
出
血
の

著
し
か
っ
た
方
③
食
道
静
脈
瘤
の
破
裂
、
消

化
器
系
疾
患
に
よ
り
大
量
の
吐
下
血
の
あ
っ

た
方
④
大
量
に
出
血
す
る
よ
う
な
手
術
を
受

け
た
方
（
出
産
時
の
大
量
出
血
を
含
む
）
▽

検
査
内
容
＝
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
お
よ
び
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
▽
検
査
受
診
方
法
＝

過
去
に
治
療
を
受
け
た
公
表
医
療
機
関
で
受

診
※
転
居
・
廃
院
等
に
よ
り
当
該
医
療
機
関

で
受
診
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
他
の

公
表
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
受

診
し
た
医
療
機
関
で
当
該
製
剤
の
投
与
の
確

認
が
で
き
な
い
場
合
も
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
け
ら
れ
ま
す
▽
検
査
費
＝
無
料
▽
検

査
受
入
期
間
＝
平
成
13
年
７
月
31
日
ま
で

□問
柏
保
健
所
�
67
―

１
２
５
５

し
込
み
＝
事
前
に
申
請
書
を
提
出

【
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
】

▽
内
容
＝
在
宅
の
高
齢
者
に
、

自
宅
と
医
療
機
関
・
介
護
保
険
施

設
等
の
間
の
移
動
と
乗
降
時
の
介

助
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
▽
対
象
＝

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
等
の
方
で
、
一
般
の
交
通
機
関

を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
▽

利
用
者
負
担
＝
片
道
30
分
以
内
の

移
動
を
単
位
と
し
て
、
１
回
に
つ

き
２
１
０
円
を
個
人
負
担
▽
申
し

込
み
＝
事
前
に
申
請
書
を
提
出

□問
高
齢
者
支
援
課
�
50
―

６
０

８
０

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

市 民 相 談  市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

障 害 者 支 援 課  

ケ ア セ ン タ ー  

ケ ア セ ン タ ー  

つ ば さ 学 園  

教 育 研 究 室  

平和台保育所�58-1435／江戸川台保育所 
�52-0648／向小金保育所�74-8853

初 石 公 民 館  
南 流 山 セ ン タ ー  

勤 労 者 総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

青少年指導センター 

法 律 相 談  

合 同 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

市 政 相 談  

消費生活苦情相談 

子供悩みごと相談 

福祉住宅改善相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

発 達 相 談  

酒 害 相 談  

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

9：30～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

18：00～21：00毎月第４金曜 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

10：00～16：00

〃 〃 

〃 

〃 

同相談室 

同センター 
�58-0999

�50-6081

同相談室 
�58-4144

同センター相談室 
�55-5885

同センター相談室 
�58-7830

同学園 

年 金 相 談  

�54-4822

�50-6081

�50-6079

社会福祉協議会 

指導課 

障害者支援課 

社会福祉課 

�59-4735

�50-6105

障害者支援課 

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜　13：00～16：00

13：00～17：00毎月第１水曜 
※要電話予約 税 務 相 談  

外 国 人 相 談  13：00～16：00毎月第４水曜 〃 

〃 

※予約は1週間前までに 

子育て支援センターゆうゆう�44-7926育 児 相 談  ９：30～16：30毎週月～金曜 

８：30～17：00毎週月～金曜 

10：00～15：00毎月第３水曜 

毎週土・日曜 

※要電話予約 

江 戸 川 台 福祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：00毎月第２日曜 

〃 10：00～15：00毎週火曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

5日を除く 

市 民 相 談 室  

東 部 公 民 館  

〃 

�50-6110
国保年金課 

〃 

〃 

〃 

〃 

13：00～16：00毎月第2水曜 〃 

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

ハローベイビー 保健センター  

保健センター  
南流山センター 

妊娠5～8か月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で
※18日からの参加者は11日までに申し込みを 

も ぐもぐ教室  17日　10：15～10：3024日　10：15～10：30
4～5か月児対象。母子健康手帳、器とスプ
ーンを持参。定員20人※先着順・要予約 

３ か 月 児  
健 康 診 査  

カ ム カ ム  

22日・23日 
　　　12：45～13：45 保健センター  平成13年１月生まれの乳児対象 

1 歳 6 か 月 児  
健 康 診 査  

15日・16日 
　　　12：45～13：45

12：30～12：50

保健センター  

8日・9日　12：45～13：45 保健センター  

乳幼児健康相談 

3歳児健康診査 

30日　13：00～14：00 保健センター  

平成11年10月生まれの幼児対象 

平成10年２月生まれの幼児対象 
発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

30日　13：00～14：00

10日　９：30～10：30

発達などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

育 児 相 談  

発 達 相 談  

１歳以下の乳児対象。育児・健康相談。母
子健康手帳を持参 すくすく健康相談 

0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参 

むし歯予防教室 
7日・14日・29日 
※時間は申し込み者
に個人通知 

28日※時間は申し込
み者に個人通知 

保健センター  
2歳2か月児対象（29日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6か月児健康診査時に申し込みを 

食 事 相 談  保健センター  生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり。14日までに申し込みを 

成人健康相談  
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相談、
軽体操など。健康手帳・検診記録カードを持って
いる方は持参 

リハビリ教室  

７日・14日・21日・28日 

９日・16日・23日・30日 

10：00～ 
水曜コース 

10：00～ 

保健センター  

保健センター  

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを 

療 育 相 談  24日　13：00～14：00 柏 保 健 所  整形外科的な心配のある18歳未満の子ども対象。母子健康手帳を持参 

発 達 相 談  24日　13：00～14：00 柏 保 健 所  
首が座らない、歩かないなど発達の遅れが心配
な0～1歳児対象。母子健康手帳を持参※要予
約 

心の健康相談  11日・18日・25日 14：00～16：00
柏 保 健 所  精神病や精神神経症など、心の病で悩んでいる方対象。医師による相談は要予約 

保健センター  
18日　９：30～10：30 東 部 公 民 館  
31日　９：30～10：30 南流山福祉会館 

24日　10：00～15：00 文 化 会 館  
18日　10：00～15：00 東 部 公 民 館  

つ ば さ 学 園  

保健センター  

9～12か月児対象。子どもの歯と食生活について。歯
ブラシ、おしぼりを持参。定員20組※先着順・要予約 

11日・18日・21日・25日 

※18日は９：45～10：00

キ ッ ズ  

10日　９：30～11：30

25日　  9：45～10：00 保健センター  

相談あんない 

保健あんない 

毎週月～金曜　９：00～17：00

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届かな
　い場合は保健センターへ問い合わせを 

柏  保  健  所 
�67－1255〈       　 〉 

保健センター 
�54－0331〈       　 〉 

�58-1616

30日　10：00～15：00 江戸川台福祉会館 

※要電話予約 

10：00～15：00毎月第3月曜 
※要電話予約 

今月は開催しません 

 10：00～15：0022日 
※要電話予約 

〃 

〃 

月曜コース 

休日は、休日診療所をご利用ください。

▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目）▽診療科目＝

内科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～11時30分、13時～16時30分

（歯科は11時30分まで）※夜間は市内の医療機関が当番制で診療。当

番医はあらかじめ市消防本部�58－０１１９で確認を

□問休日診療所�55－３４５６

休日の救急医療

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
朗
報

外
出
支
援

訪
問
理
美
容

サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト

お年寄りや障害を持つ方の
自立した生活を支援！

高齢者や障害を持つ方の自立した生活を支援するため、地域福祉権利擁

護事業が実施されています。「介護保険や福祉サービスの利用の仕方がわ

からない。公共料金や家賃の支払いをしてほしい。大切な書類をどこにし
まったか忘れてしまう」―などでお悩みの方は、ご相談ください。
▽対象＝在宅の高齢者や障害者で、サービスの契約内容を理解できる方

（現在、福祉施設等に入所していても、近い将来、在宅生活を再開できる

方も利用可）▽サービスの種類と内容＝下表参照▽利用料＝①年会費…

3600円②福祉サービス利用援助…1000円（１時間）③財産管理サービス…

1000円（１時間）④財産保全サービス…年額3000円※生活保護を受けてい

る方は、年会費、利用料とも無料。サービスの実施に伴い、必要となる費

用は利用者負担。相談、弁護士等紹介サービスは無料▽申し込み＝電話で

社会福祉協議会へ

□問社会福祉協議会�59－４７３５

サービスの種類 

福 祉 サ ー ビ ス 利 用 援 助  
・福祉サービスの利用に関する情報の提供や助言 

・福祉サービスを利用する際の手続きの援助 

・福祉サービスの苦情を解決するための手続きの援助 

・大切な財産を金融機関の貸金庫に保管します（預貯金 
　の通帳、保険証書、不動産権利証、契約書、実印等） 

・虐待をはじめ、権利侵害等の相談については、その問 
　題解決に向けて、関係機関との調整を行います 

・専門的な援助や助言が必要な方や成年後見制度の利用 
　を希望されている方に対して弁護士・司法書士・社会 
　福祉士を紹介します 

財 産 管 理 サ ー ビ ス  

財 産 保 全 サ ー ビ ス  

そ　　　　　の　　　　　他 

弁護士・司法書士・社会福祉士 
紹介サービス 

・日常的な生活費に必要な預貯金の預け入れや払い戻し 
　の手続き 

・公共料金、税金、医療費等の支払いの手続き 

・年金、手当等の受領確認 

サービスの内容 

サービスの種類と内容

非
加
熱
製
剤
の
投
与
を
受
け
た
方
は

早
め
に
血
液
検
査
を
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仕
事
や
政
治
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
女
性
の
社
会
参
加
が
増

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い

っ
た
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
や
慣
習
な
ど
の
中
に
性
別
に
よ
る

差
別
的
扱
い
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
う
し
た
差

別
が
な
く
、
男
女
が
と
も
に
自
立
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、

能
力
や
個
性
が
発
揮
さ
れ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
プ
ラ
ン
を
現
在
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
骨
子
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

策
定
の
背
景

女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
批
准

（
昭
和
六
十
年
）
に
伴
う
国
内
法
と

し
て
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」
が
、
平
成
十
一
年
六
月
に
制

定
さ
れ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
に
向
け
て
基
本
理
念
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
方
公
共

団
体
の
男
女
共
同
参
画
施
策
の
具

体
的
な
策
定
・
実
施
の
責
務
が
明

確
に
な
り
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
十
年

三
月
に
策
定
し
た
「
市
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
『
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
が
れ
や
ま
』」

を
、
平
成
十
二
年
四
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
市
基
本
構
想
」
に
位
置

付
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
基
本
構

想
を
受
け
た
基
本
計
画
の
中
で
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
プ
ラ
ン

の
策
定
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

基
本
的
な
考
え
方

【
プ
ラ
ン
策
定
の
趣
旨
】

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
行
政
が
と
る
べ
き
施
策
の

基
本
的
な
方
向
を
明
示
し
た
「
市

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
が

れ
や
ま
』」
を
受
け
て
、
本
市
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

に
関
す
る
施
策
を
体
系
的
・
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
策
定
し
ま
す
。

【
プ
ラ
ン
の
性
格
】

①
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

を
踏
ま
え
た
プ
ラ
ン
と
し
ま
す
②

「
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な

が
れ
や
ま
』」
を
受
け
、
本
市
の
男

女
共
同
参
画
施
策
推
進
の
基
本
と

な
る
プ
ラ
ン
と
し
ま
す
③
市
基
本

構
想
お
よ
び
基
本
計
画
と
の
整
合

性
を
図
っ
た
プ
ラ
ン
と
し
ま
す
④

国
お
よ
び
県
の
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
を
勘
案
し
た
プ
ラ
ン
と
し

ま
す
⑤
少
子
・
高
齢
化
を
は
じ
め
、

社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

今
後
予
想
さ
れ
る
新
た
な
課
題
や

本
市
の
実
態
に
対
応
し
た
プ
ラ
ン

と
し
ま
す
。

【
プ
ラ
ン
の
期
間
】

平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十

一
年
度
ま
で
の
八
年
間
の
プ
ラ
ン

と
し
ま
す
。
な
お
、
社
会
経
済
環

境
の
変
化
や
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況

に
応
じ
て
必
要
な
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

※
こ
の
骨
子
案
は
市
男
女
共
同

参
画
推
進
本
部
で
作
成
し
た
も
の

で
す
。
今
後
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
ご
意
見
を
参
考
に
、
市
男

女
共
同
参
画
審
議
会
に
お
い
て
審

議
を
重
ね
て
い
く
予
定
で
す

室
0111

こ
の
「（
仮
称
）
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

骨
子
案
」
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
ご
意
見
は
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
に
、

ご
意
見
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

さい

る差別がなく
「自分らしく」生きることのできる社会へ
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（仮称）男女共同参画プラン骨子案にご意見をる差別がなく
「自分らしく」生きることのできる社会へ

※１ジェンダー…「男は仕事、女は家庭」などといった社会的・文化的に形成された男女の差異のことで、考え方や行動、生き方を性別によって制約し、画一化するように作用する。「ジェンダー・フリー」とはジェンダーにと
　　らわれないこと 
※２リプロダクティブ・ヘルス／ライツ…「性と生殖に関する健康・権利」と訳される。リプロダクティブ・ヘルスは、ライフサイクルを通じて個人（特に女性）の健康の自己決定権を保障する考え方で、リプロダクティブ・ラ
　　イツは、それをすべての人の基本的人権として位置付ける理念のこと。リプロダクティブ・ヘルス／ライツの中心的課題には、いつ何人子どもを産むか産まないかを選ぶ自由、安全で満足のいく性生活、安全な妊娠・出産、
　　子どもが健康に産まれ育つことなどが含まれる 
※３エンパワーメント…力をつけること。女性が政治、経済、家庭などあらゆる分野で、自分たちのことは自分たちで決め、行動できるよう能力をつけ、パワーアップすること 

女 　 性 　 の 　 人 　 権 　 尊 　 重  �女性に対する暴力は人権問題であるという認識に立ち、対応の充実を図る 
�男女平等の視点から行政刊行物や行政の事業の見直しを図る 

男女の自立と平等に対する教育の推進  �学校、家庭、地域などが相互に連携し、あらゆる機会を通して人権の視点に立った男女平等教育
　を推進する 
�男女平等に関する調査研究、情報・資料の収集および提供を行う 

ジェンダー・フリー の学校教育の推進 �男女共同参画に関する情報の提供や啓発活動を通して、固定的性別役割分業意識の解消を図る 
�固定的な性別役割にとらわれない職業観の育成を図る 

※1

男女平等の精神に基づく性教育の推進  �思春期保健対策の充実を図る 
�人権尊重の視点に立った性に関する指導の充実を図る 

就労の場における男女平等意識の高揚  �就労の場における男女平等意識の定着を図る 
�男女雇用機会均等法等の周知を図る 

生 涯 を 通 じ た 女 性 の 健 康 支 援  �リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康・権利）　に関する意識の浸透を図る 
�生涯を通じた女性の健康の保持増進を図る 

�あらゆる分野への男女共同参画 

政策・方針決定過程への女性の参画の推進 �各種審議会等への女性の参画を図る 
�女性のエンパワーメント　を図る 

職 業 能 力 の 開 発 と 職 域 拡 大 の 促 進  �女性の能力の開発と職域の拡大を図る 
�女性農業者の経営・社会参画を促進する 

男女がともに築く家庭づくりの促進  �男女がともに家庭責任を担う意識の醸成を図る 
�講座等の開催条件の整備を図る 

地 域 活 動 へ の 積 極 的 な 参 加 の 促 進  �地域活動、ボランティア活動等への参加を促進する 
�女性の地域リーダーの育成を図る 

男女共同参画を推進する生涯学習の機会と内容の充実 �男女共同参画に関する情報の収集と提供を行う 
�男女共同参画の視点から事業の見直しを図る 

�男女共同参画に係る環境整備の充実 

就 労 の 場 に お け る 環 境 整 備 の 充 実  �職場における相談事業の充実を図る 
�職場における雰囲気、慣行等を見直し、環境整備を図る 

育 児 に お け る 条 件 整 備 の 充 実  �子育て支援の推進を図る 
�育児休業制度の普及促進を図る 

介 護 に お け る 条 件 整 備 の 充 実  �女性だけでなく男性もともに介護を担い、仕事と家族の看護・介護の両立ができるように在宅福
　祉サービスの充実を図る 
�介護休業制度の普及促進を図る 

�プランの推進 

推 　 進 　 体 　 制 　 の 　 充 　 実  �男女共同参画プランの策定および進行管理を行う 
�男女共同参画施策の推進組織の充実を図る 
�市民、企業等との連携を図る 

施 策 推 進 の た め の 拠 点 づ く り  �男女共同参画施策を推進するための拠点を整備する 

�男女平等意識の定着 

※2

※3

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り 
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男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
一
人
ひ
と
り

が
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
を

考
え
る
講
演
会
と
、
今
回
紹

介
し
た
（
仮
称
）
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
骨
子
案
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
５
月
19
日
�
13

時
30
分
〜
16
時
15
分
▽
場

所
＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
市
民
／
80
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
内
容
＝

「
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
〜
自
分
ら
し
く

生
き
る
た
め
に
今
あ
な
た
に

で
き
る
こ
と
〜
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
会
と
骨
子
案
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
会
▽
講

師
＝
佐
藤
洋
子
さ
ん
（
東
京

ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
館
長
）

▽
そ
の
他
＝
２
歳
〜
就
学
前

児
の
保
育
あ
り
※
要
予
約
▽

申
し
込
み
＝
電
話
で
企
画
調

整
課
女
性
担
当
室
へ

講
師
の
佐
藤
洋
子
さ
ん

5月19日に
パートナーシップ
フォーラム

～講演会と意見交換会～

□問企画調整課女性担当室
�50－6064�50－0

意
見

住
所

氏
名
（
ふ

が
な
）
年
齢

電
話
番
号
を
明
記
し
、
５
月
21
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市

役
所
企
画
調
整
課
女
性
担
当
室
へ
（
フ
ァ
ッ

ク
ス
も
可
）。

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見

な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
男
女
共
同
参

画
審
議
会
な
ど
を
経
て
、
今
年
度
中
に
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
骨
子
案
の
全
文
は
、
市
役
所
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、各
出
張
所
、

各
公
民
館
、
南
流
山
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、

森
の
図
書
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ご意見をお寄せくださ

「
平
成
十
三
・
十
四
年
度
市
政

モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
市
の
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
に
は
、
会
議
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
施
設
の
見
学
、
モ

ニ
タ
ー
通
信
な
ど
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
任
期
は
、
こ
と
し

七
月
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
ま
で

で
す
。

▽
応
募
資
格
＝
20
歳
以
上
の
市

民
で
、
本
市
に
１
年
以
上
住
ん
で

い
る
方
（
公
務
員
、
公
職
に
就
い

て
い
る
方
を
除
く
）
▽
募
集
人

員
＝
30
人
▽
応
募
方
法
＝
官
製
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

年
齢
、
性
別
、
職
業
（
現
在
無
職

の
方
は
最
終
職
歴
）、
居
住
年
数
、

電
話
番
号
、
応
募
の
動
機
（
市
政

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
事
項
な
ど
）

を
記
入
し
、
５
月
15
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２

流
山
市
役
所
秘
書
広
報
課
へ
※
定

員
を
超
え
た
場
合
は
、
地
域
性
や

職
業
、
性
別
等
を
考
慮
し
て
選
考

し
、
６
月
末
ま
で
に
本
人
へ
通
知

□問
秘
書
広
報
課
�
50
―

６
０
６

３

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

任
期
は
平
成
15
年
3
月
ま
で

市
内
施
設
見
学
会
を
今
月
十
八

日
に
開
催
し
ま
す
。

私
た
ち
が
普
段
、
何
気
な
く
蛇

口
を
ひ
ね
っ
て
使
っ
て
い
る
水
は

ど
こ
か
ら
。
収
集
し
た
後
の
ご

み
の
行
方
は

―
な
ど
日
常
生
活

に
か
か
わ
り
の
あ
る
市
内
の
施
設
、

北
千
葉
浄
水
場
や
清
掃
事
務
所
な

ど
を
バ
ス
で
ぐ
る
り
と
見
学
し
ま

す
。▽

期
日
＝
５
月
18
日
�
※
雨
天

決
行
▽
集
合
場
所
／
時
間
＝
文
化

会
館
／
９
時
、
江
戸
川
台
駅
西
口

時
計
台
前
／
９
時
15
分
▽
見
学

先
＝
流
山
工
業
団
地
―
清
掃
事
務

所
―
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
流
山

（
老
人
保
健
施
設
）
―
北
千
葉
広
域

水
道
企
業
団
▽
対
象
／
定
員
＝
市

民
／
30
人
（
先
着
順
）
▽
持
ち

物
＝
昼
食
、
筆
記
用
具
▽
申
し
込

み
＝
き
ょ
う
１
日
か
ら
電
話
で
秘

書
広
報
課
へ

□問
秘
書
広
報
課
�
50
―

６
０
６
３

浄水場や清掃事務所など
かかわり深い施設をひとめぐり
5月18日に市内施設見学会

石
仏
に
つ
い
て
学
び
、
石
仏

を
と
お
し
て
地
域
の
歴
史
や
生

涯
学
習
の
楽
し
み
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
ふ
る
さ
と
入
門
講

座
石
仏
コ
ー
ス
を
開
講
し
ま

す
。
今
回
は
、
稲
荷
塔
や
月
待

塔
に
つ
い
て
、
現
地
見
学
会
も

行
い
ま
す
。

▽
日
程
＝
５
月
20
日
�
、

６
月
３
日
�
・
17
日
�
、
７

月
１
日
�
（
全
４
回
）
▽
時

間
＝
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
中
央
図
書
館
ほ
か
▽

講
師
＝
戸
向
朝
夫
さ
ん
（
房
総

石
造
文
化
財
研
究
会
会
員
）
▽

対
象
／
定
員
＝
市
民
／
50
人

（
先
着
順
）
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
市
立
博
物
館
へ

□問
市
立
博
物
館
�
59
―

３
４

３
４

市
立
博
物
館
で
は
、
調
査
研

究
報
告
書
18
「
流
山
と
自
転

車
」
と
「
流
山
市
史
通
史
編
Ⅰ
」

を
、
こ
の
ほ
ど
刊
行
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
本
は
各
図
書
館
・
分

館
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
立

博
物
館
窓
口
で
有
料
頒
布
も
し

て
い
ま
す
。

【
調
査
研
究
報
告
書
18
「
流

山
と
自
転
車
」】

明
治
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
流
山
の
人
々
の
暮
ら
し
に

自
転
車
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ

っ
て
き
た
の
か

―
と
い
う
視

点
で
実
施
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
調

査
の
成
果
が
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。▽

体
裁
＝
Ａ
４
判
・
１
０
４

ペ
ー
ジ
▽
頒
布
価
格
＝
５
８
０

円
（
税
込
み
）

【
流
山
市
史
通
史
編
Ⅰ
】

「
流
山
の
現
況
」「
古
代
」

「
中
世
」「
近
世
」
の
四
編
か
ら

成
っ
て
お
り
、
郷
土
流
山
を
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
文
章

表
現
な
ど
も
分
か
り
や
す
く
親

し
み
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▽
体
裁
＝
Ｂ
５
判
・
１
０
０

０
ペ
ー
ジ
▽
頒
布
価
格
＝
２
６

２
０
円
（
税
込
み
）

□問
市
立
博
物
館
�
59
―

３
４

３
４

「
石
仏
」
を
テ
ー
マ
に

ふ
る
さ
と
入
門
講
座
を
開
講

「
景
品
が
当
た
っ
た
」「
旅

行
に
安
く
参
加
で
き
る
」
な
ど

と
呼
び
出
し
て
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
契
約
を
さ
せ
る
ア
ポ
イ
ン

ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
、「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
高
収

入
」
と
勧
誘
し
、
多
額
の
受
講

料
や
機
材
を
売
り
つ
け
る
内
職

商
法
、「
水
道
水
が
汚
れ
て
い

る
」「
ふ
と
ん
に
ダ
ニ
」
な
ど

と
不
安
に
さ
せ
、
浄
水
器
や
掃

除
機
を
売
り
つ
け
る
点
検
商
法

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
あ

な
た
を
狙
う
悪
質
商
法
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

最
近
の
特
徴
と
し
て
、「
知

ら
な
い
間
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
書

き
換
え
ら
れ
、
国
際
電
話
や
ダ

イ
ヤ
ル
Ｑ
２
に
つ
な
が
り
高
額

な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
」「
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
で
買
っ
た
商
品
が

届
か
な
い
」
な
ど
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増

え
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

皆
さ
ん
の
安
全
で
豊
か
な
消
費

生
活
の
た
め
、
そ
う
し
た
悪
質

商
法
等
の
苦
情
相
談
を
行
っ
て

お
り
、
昨
年
度
は
一
年
間
に
九

百
四
十
六
件
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
商
品

の
品
質
・
機
能
、
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
消
費
者

啓
発
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
�
58

―

０
９
９
９
（
９
時
30
分
〜
12

時
、
13
時
〜
16
時
）

最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の

ト
ラ
ブ
ル
も
増
加

悪
質
商
法
に
ご
用
心

「
消
費
者
保
護
基
本
法
」
が
、
昭
和
四
十
三

年
五
月
に
制
定
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
五
月

を
「
消
費
者
月
間
」
と
定
め
、
全
国
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
市
で
も
、
悪
質
商
法
の
手
口
な
ど
を
紹
介
し

た
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
で
使

用
さ
れ
て
い
る
計
量
器
（
体
温
計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
、
血
圧
計
な
ど
）
の
無
料
検
査
も
行
い
ま
す
。

▽
日
程
＝
５
月
15
日
�
〜
18
日
�
９
時
30
分

〜
16
時
※
計
量
器
無
料
検
査
は
17
日
�
・
18
日

�
10
時
30
分
〜
15
時
▽
場
所
＝
流
山
郵
便
局

□問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
50
―

６
０
７
６

5月は「消費者月間」
15日から18日まで

パネル展を開催

市
立
博
物
館

「
流
山
と
自
転
車
」と

「
市
史
通
史
編
�
」を
刊
行

性別による性別による

！

北
千
葉
浄
水
場
も
見
学

消費者契約法（平成13年４月１日施行）…①事実と異なることを告げ
られて契約したとき②断定的な判断の提供③不利益となる事実を告げ
られなかったとき④不退去・監禁による契約──以上のような契約は
取り消せます。また、消費者の利益を一方的に害する条項は無効。

金融商品販売法（平成13年４月１日施行）…業者が金融商品を販売す
る際には、リスク等について説明しなければならず、説明がなかった
ために損害が生じたときは、業者に損害を請求することができます。
業者は、販売における勧誘方針を策定し公表しなければなりません。

特定商取引法（平成13年６月１日施行）…被害の増加している「内
職・モニター商法」が訪問販売法に加えられ、マルチ商法の規制も強
化され、訪問販売法から新たに名称が変更になります。

新しく施行される消費生活に関する主な法律



平成13年５月１日（火曜日） （６）第９９３号

★印のあるものは市主催のものです 

講
座
・
講
演

市民ギャラリー 
今月の展示 今月の展示 

縦
　
　
　
覧

資
格
・
求
人

【
四
季
の
花
々
展
（
７
日
�
〜
11
日
�
）】

「
爽
風
」を
テ
ー
マ
に
市
文
化
協
会
華
道
部
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

【
俳
句
作
品
展
（
１
日
�
〜
31
日
�
）】

市
文
化
協
会
俳
句
部
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

児童館・センター
開催時間や申し込み方法など
の詳細は、各児童館・児童センタ
ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒 木 台 児 童 館
�54－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

５／26�
江戸川台児童センター
�54－３０２６

向小金児童センター
�73－９３２０

思井児童センター
�59－５６６６

十太夫児童センター
�54－５２５４

野々下児童センター
�45－９５００

赤城児童センター
�58－４５４５

ザリガニ釣りにいこう

レターラック作り

５／７�
～12�

母の日のプレゼント作
り

５／26� 卓球にチャレンジ

マンカラ大会

５／12� さつま芋の苗植え

５／26� マンカラ大会

５／12�
～24�

５／12�

そ
の
他

★
身
体
障
害
者
の
た
め
の
料
理

講
座▽

日
時
＝
５
月
８
日
�
10
時
〜

13
時
▽
会
場
＝
初
石
公
民
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
で
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
／
20

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
季
節
を

楽
し
む
料
理
▽
参
加
費
＝
７
０
０

円
程
度
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
▽
申
し
込
み
＝
５
月
７
日

午
前
中
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ

□問
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
55
―

３
６
３
８
�
53
―

３

４
３
７

★
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

▽
日
時
＝
５
月
27
日
�
10
時
〜

16
時
▽
会
場
＝
中
央
図
書
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
／
20
人
（
先
着
順
）
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
社
会
教
育
課
へ

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０

６
ペ
ン
習
字
講
座

▽
日
程
／
時
間
＝
５
月
15
日
〜

７
月
17
日
の
毎
週
火
曜
（
全
10

回
）
／
10
時
〜
12
時
▽
場
所
＝
流

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
▽
対

象
／
定
員
＝
勤
労
者
と
市
民
（
学

生
、
前
回
受
講
者
は
除
く
）
／
20

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
１

０
０
０
円
（
教
材
費
）
▽
持
ち

物
＝
デ
ス
ク
ペ
ン
、
ノ
ー
ト
▽
申

し
込
み
＝
５
月
10
日
�
10
時
に
流

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
窓
口
で

受
け
付
け

□問
同
プ
ラ
ザ
�
55
―

５
７
０
１

ウ
ィ
メ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

▽
日
程
＝
５
月
23
日
�
・
31
日

�
、
６
月
６
日
�
・
15
日
�
・
24

日
�
、
７
月
４
日
�
▽
場
所
＝
県

女
性
セ
ン
タ
ー
（
柏
市
）
▽
対

象
／
定
員
＝
県
内
在
住
・
在
勤
の

方
／
各
80
人
（
多
数
抽
選
）
▽
受

講
料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
５
月

11
日
ま
で
に
電
話
で
県
女
性
セ
ン

タ
ー
へ

□問
県
女
性
セ
ン
タ
ー
�
40
―

８

６
０
２

犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室

▽
日
時
＝
５
月
26
日
�
10
時
〜

12
時
30
分
▽
会
場
＝
沼
南
町
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー
▽
定
員
＝
50
人

（
多
数
抽
選
・
う
ち
同
伴
犬
実
技
は

20
人
）
▽
内
容
＝
学
科
講
習
、
模

範
演
技
、
同
伴
犬
の
実
技
訓
練

（
要
予
約
・
雨
天
中
止
）
▽
参
加

費
＝
５
０
０
円
▽
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に
「
犬
の
し
つ
け
教
室

受
講
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
犬
同
伴
希
望
の
有
無
・
犬

の
種
類
・
雄
雌
・
年
齢
、
相
談
内

容
を
明
記
（
返
信
用
に
も
住
所
、

氏
名
を
記
入
）
し
、
５
月
11
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
７
―

０
０

０
５
柏
市
柏
２
５
５
柏
保
健
所
生

活
衛
生
課
へ

□問
柏
保
健
所
�
67
―

１
２
５
５

手
賀
沼
環
境
教
室

▽
日
時
＝
６
月
２
日
・
16
日
、

７
月
７
日
・
21
日
の
土
曜
い
ず
れ

も
13
時
〜
16
時
▽
場
所
＝
手
賀
沼

親
水
広
場
「
水
の
館
」
▽
対
象
／

定
員
＝
高
校
生
以
上
／
30
人
（
先

着
順
）
▽
内
容
＝
手
賀
沼
の
自
然

観
察
等
を
通
し
、
環
境
問
題
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
手
賀

沼
親
水
広
場
へ

□問
手
賀
沼
親
水
広
場
�
84
―

０

５
５
５大

会
・
試
合

ジ
ュ
ニ
ア
＆
シ
ニ
ア
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
２
０
０
１
（
市
青
少
年

相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催
）

▽
日
時
＝
５
月
27
日
�
９
時
〜

13
時
▽
場
所
＝
南
流
山
中
央
公
園

（
雨
天
中
止
）
▽
対
象
／
定
員
＝
小

学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
（
親
子

参
加
可
）
／
48
人
（
先
着
順
）
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
汗
ふ

き
タ
オ
ル
、
水
筒
▽
申
し
込
み
＝

５
月
21
日
ま
で
に
電
話
で
青
少
年

課
へ□問

青
少
年
課
�
50
―

６
１
０
７

子
ど
も
会
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ

ー
大
会
（
市
子
連
主
催
）

▽
日
時
＝
６
月
23
日
�
９
時
〜

▽
場
所
＝
市
総
合
体
育
館
▽
対

象
＝
市
内
小
学
３
〜
６
年
生
の
男

子
・
女
子
チ
ー
ム
▽
申
し
込
み
＝

５
月
25
日
ま
で
に
電
話
で
青
少
年

課
へ□問

青
少
年
課
�
50
―

６
１
０
７

★
市
職
員
募
集

平
成
十
三
年
七
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
採
用
職
種
／
採
用
予
定
人

員
＝
①
消
防
士
（
初
級
）
②
調
理

師
／
い
ず
れ
も
若
干
名
▽
受
験
資

格
＝
①
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
58
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
。
学
歴
不
問
②
昭
和
45
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
58
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
調
理

師
免
許
を
取
得
し
て
い
る
も
の
▽

受
験
手
続
き
＝
受
験
申
込
書
（
市

指
定
用
紙
を
人
事
課
で
配
布
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
５
月
９
日

ま
で
に
本
人
が
人
事
課
へ
持
参
※

受
け
付
け
は
９
時
〜
17
時
（
土
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
▽
第
１
次

試
験
日
程
／
内
容
＝
５
月
20
日

�
／
一
般
教
養
、
作
文
、
適
性
試

験
※
第
２
次
試
験
（
面
接
な
ど
）

の
案
内
は
、
第
１
次
試
験
合
格
者

に
通
知

□問
人
事
課
�
50
―

６
０
６
８

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

▽
種
目
＝
①
陸
上
自
衛
隊
一
般

幹
部
候
補
生
②
海
上
自
衛
隊
一
般

幹
部
候
補
生
③
海
上
技
術
幹
部
候

補
生
④
航
空
自
衛
隊
一
般
幹
部
候

補
生
※
受
験
資
格
等
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

□問
自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所
�
63

―

６
８
８
４

施
策
会
議
傍聴可

★
市
図
書
館
協
議
会

▽
日
時
＝
５
月
16
日
�
13
時
30

分
〜
▽
場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
内

容
＝
平
成
12
年
度
事
業
報
告
お
よ

び
平
成
13
年
度
事
業
計
画
と
予
算

に
つ
い
て

□問
中
央
図
書
館
�
59
―

４
６
４

６
★
一
茶
双
樹
記
念
館
「
日
本
の

美
」
撮
影
会
の
参
加
者
募
集

▽
日
時
＝
６
月
２
日
�
14
時
〜

17
時
▽
場
所
＝
一
茶
双
樹
記
念
館

▽
内
容
＝
初
夏
の
雰
囲
気
の
中
で

浴
衣
姿
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
等
の
写

★
江
戸
川
左
岸
及
び
手
賀
沼
流

域
下
水
道
計
画
変
更
の
縦
覧

▽
内
容
＝
江
戸
川
左
岸
流
域
下

水
道
野
田
幹
線
の
一
部
廃
止
、
手

賀
沼
流
域
下
水
道
北
部
第
二
幹
線

の
延
伸
な
ど
▽
場
所
＝
市
下
水
道

業
務
課
お
よ
び
県
下
水
道
計
画
課

□問
市
下
水
道
業
務
課
�
50
―

６

０
９
６

真
撮
影
※
後
日
写
真
展
を
開
催
▽

定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）
▽
参
加

費
＝
３
０
０
０
円
※
展
示
用
写
真

作
成
代
金
込
み
（
ス
ラ
イ
ド
の
場

合
は
差
額
を
徴
収
）
▽
申
し
込

み
＝
き
ょ
う
１
日
か
ら
電
話
で
社

会
教
育
課
へ

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０

６
★
松
戸
市
21
世
紀
の
森
自
然
探

検
▽
日
時
＝
５
月
26
日
�
９
時
20

分
〜
15
時
30
分
▽
集
合
場
所
＝

Ｊ
Ｒ
南
流
山
駅
▽
対
象
／
定
員
＝

小
学
生
／
40
人
（
先
着
順
）
▽
参

加
費
＝
１
６
０
円
（
運
賃
）
▽
持

ち
物
＝
弁
当
、
水
筒
、
帽
子
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
赤
城
児
童
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
思
井
児
童
セ
ン
タ
ー

へ
□問
赤
城
児
童
セ
ン
タ
ー
�
58
―

４
５
４
５
／
思
井
児
童
セ
ン
タ
ー

�
59
―

５
６
６
６

「
第
14
回
全
国
健
康
福
祉
祭
広

島
大
会
（
２
０
０
１
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
広
島
）」
出
場
選
手
の
募
集

▽
開
催
日
＝
10
月
６
日
�
〜
９

日
�
▽
募
集
期
間
＝
５
月
末
日
ま

で
▽
参
加
資
格
＝
県
内
在
住
で
60

歳
以
上
（
昭
和
17
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
）
の
方
。
た
だ
し
、
一

部
種
目
に
つ
い
て
は
60
歳
未
満
で

も
可
。
募
集
種
目
等
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

□問
�
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
財

団
長
寿
課
�
０
４
３
―

２
２
１
―

７
４
４
８

親
子
サ
イ
ク
リ
ン
グ
（
市
青
少

年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催
）

▽
日
時
＝
５
月
20
日
�
９
時
15

分
〜
16
時
（
雨
天
中
止
）
▽
集
合

場
所
＝
運
河
水
辺
公
園
▽
行
程
＝

運
河
〜
あ
け
ぼ
の
山
▽
対
象
／
定

員
＝
小
・
中
学
生
（
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
／
１
０
０

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
持
ち
物
＝
弁
当
、
水
筒
、
お
椀
、

は
し
、
敷
物
▽
申
し
込
み
＝
５
月

10
日
ま
で
に
電
話
で
青
少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
50
―

６
１
０
７

千
葉
県
東
葛
地
域
沿
道
環
境
改

善
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定

国
土
交
通
省
な
ら
び
に
千
葉

県
、
関
係
市
町
等
の
関
係
機
関
は
、

東
葛
地
域
に
お
け
る
沿
道
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
、
沿
道
環
境
改

善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
ま
し

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
市
都
市
計
画
課
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□問
都
市
計
画
課
�
50
―

６
０
８

７
東
葛
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア

▽
日
時
＝
６
月
３
日
�
10
時
〜

16
時
（
雨
天
中
止
）
▽
場
所
＝
柏

の
葉
公
園
（
柏
市
）
▽
内
容
＝
特

産
物
の
展
示
・
即
売
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
柏
レ
イ
ソ
ル
選
手
の

サ
イ
ン
会
ほ
か
※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
出
店
者
を
５
月
15
日
ま
で
募

集
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
東
葛
飾
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

�
０
４
７
―

３
６
５
―

３
０
０
８

日
本
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
友

の
会
地
区
会

▽
日
時
＝
５
月
26
日
�
10
時
〜

12
時
▽
場
所
＝
松
戸
市
常
盤
平
市

民
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
松
戸
地
区
会

の
発
会
・
懇
親
勉
強
会
（
ペ
ー
ス
メ

ー
カ
ー
埋
め
込
み
に
関
す
る
情
報
交

換
な
ど
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
日
本
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

友
の
会
松
戸
地
区
会
�
０
４
７
―

３
８
７
―

５
８
８
１

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
プ
レ
ゼ
ン

ト
▽
対
象
＝
身
体
に
障
害
の
あ
る

方
（
１
・
２
級
）
ま
た
は
知
的
障

害
の
あ
る
方
（
Ａ
ま
た
は
１
度
も

し
く
は
２
度
）
で
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
持
つ
方
▽

申
し
込
み
＝
前
記
手
帳
を
持
参

し
、
５
月
31
日
ま
で
に
郵
便
局
へ

（
１
人
に
20
枚
贈
呈
）
※
代
理
申

し
込
み
可

□問
流
山
郵
便
局
�
55
―

７
１
１

２

各種成人健診の申し込みを受け付けていま
す。今年度から受け付け期間が拡大されまし
た。申し込み方法等、詳細については、広報
ながれやま４月１日号、または行政連絡員を
通じて各家庭に配布している保健だよりをご
覧ください。
□問保健センター�54－０３３１

▽日程＝５月11日�10時～16時、
江戸川台駅西口▽献血のできる方＝
16歳～69歳の健康な方（ただし65歳
以上の方は60歳から64歳までに献血
経験がある方）※献血手帳がある方
は持参
□問保健センター�54－０３３１

成人健診の申し込みを
受け付け中！

献血にご協力を



（７） 平成13年５月１日（火曜日） 第９９３号
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※必ず住所・氏名（フリガナ）を明記してください

原稿は直接
選者へお送
りください

俳句旧
姓
で
呼
び
合
ふ
会
や
花
の
下
　
　
　
南
　
流
　
山

宮
本
　
利
子

春
愁
や
江
戸
川
べ
り
を
矢
切
ま
で
　
　
西
　
初
　
石

石
戸
谷
貞
夫

行
く
春
や
い
ま
亡
母
の
こ
と
亡
妻
の
こ
と
　
松
ケ
丘

皆
川
　
春
安

咲
き
満
ち
て
辛
夷
は
闇
を
遠
く
せ
り
　
　
　
加
　
　

広
瀬
　
弘
子

縁
結
び
神
社
の
裏
手
恋
の
猫
　
　
　
　
東
　
初
　
石

鈴
木
美
津
子

【
評
】
一
句
目
　
旧
姓
で
呼
び
合
う
宴
と
あ
れ
ば
気
安
さ
の
仲
間
。
久

闊
を
叙
し
な
が
ら
花
下
の
集
い
の
思
い
思
い
の
会
話
が
交
換
す
る
雰

囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。
二
句
目
　
ふ
と
し
た
物
思
い
に
誘
わ
れ
な
が

ら
歩
幅
は
何
時
か
江
戸
川
辺
り
を
矢
切
ま
で
の
道
程
。
憂
い
の
深
さ

が
距
離
の
長
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
三
句
目
　
行
く
春
は
又
夏
を
迎

え
る
一
里
塚
。
そ
の
一
里
塚
に
母
そ
し
て
妻
の
思
い
出
を
重
ね
て
惜

春
の
情
を
新
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
句
目
　
夜
の
辛
夷
で
あ

る
。
五
弁
六
弁
の
花
び
ら
が
夜
目
に
浮
か
ん
で
一
層
闇
の
印
象
を
強

く
す
る
。
五
句
目
　
恋
の
猫
の
恋
の
橋
渡
し
は
神
の
領
分
。
神
社
の

裏
手
が
逢
引
き
の
場
と
は
諧
謔
の
味
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
。

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌髪
洗
う
病
む
妻
の
背
な
支
え
た
る
そ
の
手
で
今
は
佛
花
を
供
え
ぬ

西
　
初
　
石
　
岡
田
正
五
郎

画
用
紙
に
太
陽
を
書
き
ガ
ラ
ス
戸
に
貼
り
て
手
か
ざ
し
空
一
望
す

野
　
々
　
下
　
富
田
き
よ
子

春
う
ら
ら
朝
日
を
浴
び
て
そ
び
え
立
つ
桜
の
花
の
鳥
居
に
映
え
る

西
　
平
　
井
　
白
坂
　
京
子

【
評
】
岡
田
氏
　
長
い
年
月
労
苦
を
共
に
過
ご
し
た
妻
の
、
看
取
り
の
日
々

を
忍
び
、
今
は
妻
を
支
え
た
手
で
佛
前
に
花
と
、
朝
夕
の
佛
飯
、
熱
い
お

茶
を
供
え
て
の
祷
り
の
日
課
で
あ
る
。
上
句
の
具
体
に
心
象
が
表
白
さ

れ
、
永
劫
回
帰
の
夫
婦
愛
に
作
者
の
生
き
る
姿
勢
が
見
え
る
。
富
田
氏

太
陽
の
明
る
さ
に
ひ
か
れ
て
画
い
た
絵
に
よ
る
戯
画
化
、
結
句
の
空
一
望

す
に
、
新
鮮
な
空
の
ひ
ろ
が
り
迄
を
も
読
者
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
白
坂

氏
　
初
句
に
季
節
と
作
者
の
心
が
か
い
ま
見
え
る
、
咲
き
盛
る
桜
の
花
と

太
陽
が
プ
リ
ズ
ム
を
放
ち
、
直
立
の
鳥
居
が
一
幅
の
景
と
な
り
、
華
や
ぎ

は
詩
心
と
抒
情
を
か
も
し
出
し
温
も
り
を
伝
え
て
い
る
。

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

病
室

松
ケ
丘
　
　
吉
沢
　
量
子

冬
の
遠
い
空

こ
だ
ま
も
返
っ
て
こ
な
い
よ
う
な

紺
碧
と
静
寂
が
あ
っ
て

そ
こ
に
　
未
来
を
思
っ
て
み
る

は
る
か
な
時
間
と
空
間
を
へ
だ
て
て

青
空
に
と
け
こ
む
瞬
間
が
あ
る

か
つ
て

無
事
に
保
た
れ
て
き
た
健
康
な
日
常
は

窓
か
ら
見
る
風
景
の

か
な
た
に
あ
る

病
室
の
月
日
は

平
ら
か
な
時
間
と
で
も
い
う
の
か

宮
田
登
美
子
　
選
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
‐
109
）

【評】入院という現実の束縛から精神を解放させ
病室でのひとときを柔らかく穏やかなトーンで
表現。一、二、三連と、それぞれに洗練された
言葉遣いが見られ、意味内容を深めています。
健康だった日に思いを馳せながらも、終連で病
室の時間を＜平らかな時間＞と捉えられたのは
ひとつの魅力につながります。

【
相
談
内
容
】

私
の
亡
く
な
っ
た
後
、
財
産
分
け

で
争
い
が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
の

で
、
遺
言
を
残
し
て
お
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
遺
言
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

遺
言
は
、
民
法
の
定
め
に
従
っ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
法
律
上
効
力
が
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
遺
言
は

遺
言
者
が
死
ん
で
か
ら
そ
の
効
力
を

生
ず
る
も
の
で
す
の
で
、
偽
造
や
変

造
を
防
ぎ
、
遺
言
者
の
本
当
の
意
志

を
確
保
す
る
た
め
に
厳
格
な
方
式
が

決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
（
民
法
九

六
〇
条
）。

一
般
的
な
自
筆
証
書
遺
言
、
公
正

証
書
遺
言
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

①
自
筆
証
書
遺
言
は
、
遺
言
者
が

自
分
で
遺
言
の
内
容
全
部
と
日
付
と

氏
名
を
書
い
て
押
印
（
実
印
で
な
く

て
も
よ
い
）
す
る
も
の
で
す
。

最
も
簡
単
で
遺
言
を
作
っ
た
こ
と

を
誰
に
も
知
ら
れ
ず
、
費
用
も
か
か

ら
な
い
と
い
う
長
所
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
紛
失
あ
る
い
は
、
方
式
が

不
備
で
無
効
と
な
っ
た
り
、
内
容
が

不
明
確
で
争
い
が
生
じ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
筆
証
書
遺
言
は
、
相
続

開
始
後
、
相
続
人
が
家
庭
裁
判
所
に

提
出
し
て
、
検
認
の
手
続
き
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
公
正
証
書
遺
言
は
、
公
証
役
場

で
保
証
人
二
人
以
上
の
立
会
い
の
も

と
で
遺
言
者
が
公
証
人
に
口
頭
、
手

話
通
訳
、ま
た
は
筆
談
で
遺
言
を
し
、

公
証
人
が
そ
れ
に
従
っ
て
遺
言
書
を

書
き
、
各
人
が
署
名
押
印
を
す
る
も

の
で
す
。
公
証
人
が
作
る
の
で
正
確

で
す
し
、
原
本
が
公
証
役
場
に
保
存

さ
れ
ま
す
の
で
、
遺
言
書
が
な
く
な

っ
た
り
、
内
容
が
変
え
改
め
ら
れ
て

し
ま
っ
た
り
す
る
恐
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
費
用
が
か
か
る
こ
と

と
、
証
人
に
遺
言
し
た
こ
と
や
遺
言

の
内
容
を
知
ら
れ
る
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。

遺
言
者
が
病
気
な
ど
で
公
証
役
場

に
行
け
な
い
と
き
は
、
公
証
人
に
出

向
い
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
遺
言
書
は
何
度
で
も
作
成

し
直
す
こ
と
が
で
き
、
最
後
の
物
が

有
効
と
な
り
ま
す
。

　
「
遺
言
」
に
つ
い
て 

市民相談室 
�58-1616
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モラゲス木管五重奏団
▽日時＝６月13日�18時30分（開演）～▽会場＝アミュ
ゼ柏▽曲目＝セレナード第12番ハ短調「夜曲」（モーツァル
ト)ほか▽入場料＝一般4000円、高校生以下2000円（全席指
定）
□問文化課�67－１４９４

「さわやかプラザ軽井沢」オープン
▽開館時間＝10時～23時▽休館日＝毎週月曜（祝日に当
たる場合は翌日以降の最初の平日、年末年始）▽料金＝温
水プール500円（２時間）、浴場600円（３時間）、トレーニ
ングルーム500円（２時間）▽場所＝鎌ケ谷市軽井沢2106－
６
□問さわやかプラザ軽井沢�０４７－４４２－６１５０

松戸ミュージックフェスタＥ・ＪＡＭＶｏｌ.２
▽日時＝５月20日�15時（開演）～▽場所＝松戸市民劇場
▽内容＝松戸近郊で自作曲の生演奏活動をしている方のコン
サート▽入場料＝無料
□問�松戸市文化振興財団�０４７－３８４－２２２１

天童よしみコンサート
▽期日＝７月27日�▽時間＝①14時（開演）～②18時

（開演）～▽会場＝野田市文化会館▽入場料＝Ｓ席7000円、
Ａ席6000円（全席指定）※５月19日前売り開始
□問野田市文化会館�24－１５５５

５月の手賀沼を感じる１日ＥＮＪＯＹ手賀沼
▽日時＝５月13日�９時～15時▽場所＝手賀沼親水広場
▽内容＝手賀沼船上視察と文学散歩やミニコンサートなど
▽参加費＝無料
□問同実行委員会事務局�88－２４２８

海上自衛隊「下総スカイフェスタ」
▽日時＝５月26日�、27日�９時～15時▽場所＝海上自
衛隊下総航空基地▽内容＝航空ショー、模擬店、抽選によ
る体験搭乗（27日のみ）ほか
□問海上自衛隊下総教育航空群広報室�91－２３２１

我　孫　子　市

鎌　ケ　谷　市

沼 　 南 　 町

柏　　　　　市

第25回わんぱく相撲野田場所（	野田青年会議所主

催、市後援）＝５月26日�９時～、野田市総合公園体

育館。個人戦と団体戦の２種目で、申し込みは５月15

日18時までに、電話で	野田青年会議所へ□問同青年会

議所�22－９２５６

第22回春の山野草展（流山愛草会主催）＝５月12日

�・13日�９時30分～16時30分（13日は15時30分まで）、

初石公民館□問鈴木�52－０３０６

ボーイスカウト流山第４団スカウト祭＝５月13日�
10時～13時、スカウトの森（西初石４丁目）。バザー、

模擬店、ゲームコーナーなど□問杉山�52－８７７７

多来人カラオケ同好会発表会＝５月13日�10時～、さ

わやかちば県民プラザ□問高峰�52－４７０８

基調公演会「ボランティア国際年とＮＧＯの役割」

（国際支援交流協会流山支部主催）＝５月20日�13時30

分（開演）～、初石公民館。入場無料□問時任�59－４

９５４

絵画作品展（四季の会主催）＝５月21日�～27日�
９時～15時、流山郵便局□問大久保�52－５６７１

アロマテラピー講座（アロマテラピーを楽しむ会主

催）＝①くらしの中のアロマテラピー…５月16日・30

日、６月13日の水曜10時～、文化会館②更年期とアロ
マテラピー…５月21日�、６月５日�・18日�10時30分

～、シルバー人材センター。３回受講できる方。受講

料3000円（材料費込み）□問登�55－７３０１

あじさい短歌大会（流山市短歌連盟主催）＝６月24

日�12時30分～16時30分、北部公民館。申し込みは５月

31日（必着）までに封書で、住所、氏名、電話番号を

明記し、投稿料1000円（定額小為替）を同封のうえ〒

270－０１４１流山市松ケ丘４－505－90武田へ□問武田

�48－２８１０

東葛地区囲碁大会予選会（文化協会囲碁部主催）＝

５月27日�10時～17時、文化会館。参加費1500円。５月

13日までに電話で申し込みを□問柴田�58－５２０１

第18回流山市ソフトテニス選手権大会（市ソフトテ

ニス連盟主催）＝５月13日�９時～17時、市庭球場。参

加費１チーム（２人）1000円□問池畑�44－２０７２

市体育協会柔道部＝①南部柔道場…毎週火・木・日

曜②北部柔道場…毎週水・金・日曜③東部柔道場…毎

週水・土・日曜。時間は日曜が10時～12時、それ以外

は18時30分～21時。市内在住・在勤・在学の６歳以上

の男女対象。入会金1000円、月会費2000円□問吉成�58－

３６３０

流山かるた会＝第１・３木曜10時～12時、主に江戸

川台福祉会館。年会費2000円□問高橋�54－６９０８

流山Ｆ.Ｄ.会（フォークダンス・ラウンドダンス）＝

毎週土曜13時30分～16時、北部公民館。月会費750円□問

小川�53－３５５３

土筆会（ペン字）＝①第２・４水曜10時～12時、東

部公民館②第２・４水曜13時～15時、東部公民館③第

１・３火曜10時～13時、主に野々下福祉会館。いずれ

も月会費2000円□問工藤�44－８２１１

女声合唱団朋＝毎週土曜10時～12時、主に森の図書

館。月会費3500円□問岡野�52－３０３０

グレース（社交ダンス）＝毎週金曜19時～21時、北

部公民館。入会金1000円、月会費3000円。中級者対象□問

石渡�54－１２４９

皆謡会（謡曲）＝第４土曜13時～16時45分、主に江

戸川台福祉会館□問大石�55－５５６２

書道サークル＝第２・４火曜９時30分～12時、主に

向小金福祉会館。月会費2500円□問安野�48－０２８３

混声合唱団カンティアーモ＝月４回土曜18時30分～21

時、主に思井福祉会館。月会費3500円□問小坂井�50－

０３１５（夜間）

サ　ー　ク　ルイ　ベ　ン　ト

このコーナーは、近くのま
ちで行われる催し物の情報を
皆さんにお知らせするため、
毎月掲載しています。
近くまで出かけたときなど

に「ぶらっと」立ち寄ってみ
てはいかがですか。

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、
各公民館、南流山センター、森の図書館、各福祉
会館、市民総合体育館にある掲載申込書に必要事
項を記入のうえ、掲載希望号の１か月前（イベン
ト掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、
開催日時・場所、問い合わせ先です。また、内容
の確認は当事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�50－６０６３

松 　 戸 　 市

野 　 田 　 市



平成13年５月１日（火曜日） （８）第９９３号

車椅子を使用している方にも、快適に、安全に道路を
通行していただこうと、4月11日に市では、流山警察署、
流山地域交通安全活動推進委員、東葛土木事務所の協力
を得て、道路パトロールを行いました。市職員などが、実
際に車椅子を使用し、身体の不自由な方の視点から、道
路の段差や障害物の点検を行い、改善する個所や撤去す
る障害物などを念入りにチェックしました。

桜の花びらが舞う4月7日、市内15小学校に1424
人の新1年生が入学しました。最初は緊張した面持ち
だった1年生も、在校生のお兄さん、お姉さんの楽し
い歌や劇で笑顔に。また、教室では、名前を呼ばれる
と元気に手を挙げて返事をしていました。その後、担
任の先生と学校を探検。いろいろな教室や広い校庭な
どに、期待に胸を大きく膨らませていました。

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
点
検

段
差
を
な
く
し
て
人
に
優
し
い
道
路
に

市
内
小
学
校
で
入
学
式
。
い
っ
ぱ
い
の

笑
顔
の
中
に
も
、ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
が
…

「子どもの日スペシャル」を開催
ドッジボール大会などに大はしゃぎ

こ
の
ほ
ど
、
児
童
館
・
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
な
り
、
市
総

合
体
育
館
で
「
子
ど
も
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ピ
エ
ロ
に
扮
し
た
先
生
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
工
作
や
親
子

ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
に
子
ど
も
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
ま

た
、
同
会
場
で
開
か
れ
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
赤
城
チ
ー
ム
が
見
事
、
優

勝
し
ま
し
た
。

地域の話題を 
おしえてください 

流山市役所 
秘書広報課 
�50-6063

〒270-0192

アッ危ない！あなたの回避能力は？
ドライビングシミュレーターで模擬走行

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
前
に
4
月
5
日
、
江
戸
川
台

東
口
商
店
街
で
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
、

横
断
歩
道
の
正
し
い
渡
り
方
な
ど
実
演
を
交
え
て
指
導
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
、
県
警
の
最
新
型
の
運
転
体

験
機
「
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
が
用
意
さ
れ
、

道
行
く
人
も
足
を
止
め
て
模
擬
走
行
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
ま

し
た
。
�
無
事
�
体
験
を
終
え
た
人
は
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
で
評
価
さ
れ
た
安
全
運
転
適
正
度
を
今
後
の
運
転
に
役
立

て
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

五
十
回
目
を
迎
え
る
市
民
芸
術
劇
場

の
公
演
が
七
月
十
五
日
に
文
化
会
館
で

行
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
十
年
秋
に
行
わ
れ
た

「
心
の
歌
・
日
本
の
抒
情
」
の
第
二
弾
。

二
十
世
紀
の
歴
史
と
と
も
に
育
ま
れ
、

歌
い
継
が
れ
た
名
曲
の
数
々
を
、
ゲ
ス

ト
に
迎
え
た
藤
原
歌
劇
団
の
鹿
野
章
人

さ
ん
を
は
じ
め
、
市
音
楽
家
協
会
に
よ

る
独
・
重
唱
や
市
民
芸
術
劇
場
合
唱
団

に
よ
る
合
唱
で
お
贈
り
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
７
月
15
日
�
13
時
30
分

（
開
場
）
〜
▽
場
所
＝
文
化
会
館

【
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
】

▽
期
間
＝
５
月
13
日
�
〜
（
売
り
切

れ
次
第
終
了
）
▽
場
所
＝
文
化
会
館
、

各
公
民
館
・
南
流
山
セ
ン
タ
ー
（
月
曜

を
除
く
９
時
〜
16
時
）、
イ
ト
ウ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
シ
テ
ィ
（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

流
山
店
内
）、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
▽
料
金
＝

２
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

□問
社
会
教
育
課
�
50
―
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5月13日から
チケット販売

心
の
歌
、日
本
の
抒
情
�

「
十
五
夜
お
月
さ
ん
」か
ら
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」ま
で

市民の誰もが気軽に参加でき、友人・仲間との交
流、あるいは家族とのふれあいの中で楽しくスポー
ツ活動に親しめるように―とコミュニティスポー
ツのつどい「21世紀の森まで歩こう」「市内名所100
か所めぐりパートⅦ」を開催します。
新緑の中でのウオーキングを楽しんでみませんか。
【21世紀の森まで歩こう】
▽日時＝５月13日�８時30分～（雨天中止）▽集
合場所／受付時間＝東小学校グラウンド／７時30分
～８時▽参加費＝無料▽持ち物＝水筒、タオル、帽
子、敷物、帰りの交通費▽申し込み＝当日直接集合
場所へ
【市内名所100か所めぐりパートⅦ】
▽日時＝５月20日�８時～（雨天中止）▽集合・
解散場所／受付時間＝文化会館／７時30分～８時▽
参加費＝100円（給水経費）▽持ち物＝水筒、タオ
ル、帽子▽申し込み＝当日直接集合場所へ
□問社会体育課�59－１２１２

新緑の中でウオーキング
コミュニティスポーツのつどい開催

新
緑
の
風
情
を
堪
能
し
な
が
ら
、
茶

会
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
一
日
を
過
ご
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽
日
時
＝
５
月
20
日
�
10
時
〜
15
時

▽
会
場
＝
一
茶
双
樹
記
念
館
▽
流
派
＝

裏
千
家
（
一
茶
庵
）、
表
千
家
（
双
樹
亭
）

▽
茶
券
＝
２
０
０
０
円
（
２
席
、
入
館

料
込
み
）
※
券
は
一
茶
双
樹
記
念
館
、

市
役
所
社
会
教
育
課
で
販
売
中

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

「
皐
月
の
茶
会
」で
ゆ
っ
た
り
と

一
茶
双
樹
記
念
館
で
5
月
20
日
に

50
第
50
回
市
民
芸
術
劇
場

「広報ながれやま」は 
古紙配合率100％再生紙を 
使用しています 


